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9 K. Swanwick and J. Tillman (1986) The sequence of musical development: A study of 
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12 以後、本文中では DSA と略記する。DSA は、ダイナミカルシステムアプローチと呼ば
れることもある。また DSA の元となったダイナミック・システムズ・セオリー（DST）
は「現在の状態をベースにして将来の状態を予測する数学的理論」（岡林、2008、p.34）
であり、陳（2013）によれば「DSA は DST の概念を借用して（比喩的に）発達現象を解
明しようとする接近法」（p.249）と考えられるべきである（岡林春雄編〔2008〕『心理学
におけるダイナミカルシステム理論』 東京：金子書房、陳省仁〔2013〕「ダイナミッ

















































2-1 エスター・テーレン（Esther Thelen）（1941-2004）について 
 エスター・テーレンはアメリカの発達心理学者であり、DSA の意義を世間に知らしめた
人物である。テーレンらは乳児のリーチングに焦点を当て、DSA を用いてその過程を明ら













プロセスは各乳児によって全く異なることを明らかにした（Thelen, Corbetta, Kamm,  
Spencer, Schneider and Zernicke, 199319）。また乳児の原始歩行20が消失する原因として、体
重の増加が関与していることを発見し、原始歩行が身体と環境との相互作用の影響を受け
て発現していることを明らかにした（Thelen, Fisher and Johnson, 198421）。それまでの運動
発達に関する研究が、運動の開始時期や消失時期を捉えたり、年齢の平均をとったり、動き
の特徴を一般化したりしていたのに対し、テーレンは個の発達過程そのものを明らかにし
たと言える。こうしたテーレンの成果によって DSA が一層注目されることとなった。 
 
2-2 DSA において鍵となる概念  






                                                     
19 E. Thelen, Corbetta, Kamm, Spencer, Schneider and Zernicke (1993) The transition to 






21 E. Thelen, D. M. Fisher and R. R. Johnson (1984) The relationship between physical 








































































2-4 DSA から音楽教育研究を考える 
これまでの音楽教育研究において乳幼児の音楽的発達を扱ったものには、乳幼児期の旋
律の認知を調査したもの（Trehub, Bull and Thoroe, 198428）や音楽づくりに焦点化して子
どもの発達を年齢別に図式化したもの（Swanwick and Tillman, 199229）、膨大な数の子ども
たちを対象にした実験と観察のデータに基づき、乳幼児期の歌唱や音への反応を体系的に
論述したもの（モーク、200230）等がある。こうした研究成果によって、我々は乳幼児の音
                                                     
27 岡林春雄（2008）「ダイナミカルシステム・アプローチ（DSA）の概念と歴史的流れ」、
岡林春雄編『心理学におけるダイナミカルシステム理論』 東京：金子書房。 
28 S. E. Trehub, D. Bull and L. A. Thorpe (1984) Infants’ perception of melodies: the role of 
melodic contour. In Understanding the fourth grade slump in creative thinking, 55, pp.821-
830. 
29 K. Swanwick and J. Tillman (1986) The sequence of musical development: A study of 



















































らかにしようと試みている（Lee and Schögler , 200931）。この他にも、クラリネット奏者の
                                                     
31 D. N. Lee and B. Schögler (2009) Tau in musical expression. In Stephen Malloch, C. 
Trevarthen (Eds.) Communicative Musicality: Exploring the basis of human 
companionship, NY: Oxford University Press Inc., pp.83–104. 
15 
 
演奏時の動きの変容にタウ理論を適用したもの（Rodger, O’Modhrain and Craig, 201332）
や、協和音程と不協和音程の聴取後にリズムの感覚がどのように変化したかについて、タウ

















                                                     
32 M. W. Rodger, S. O’Modhrain and C. M. Craig (2013). Temporal guidance of musicians’ 
performance movement is an acquired skill. Experimental brain research, 226, pp.221-230. 
33 N. Komeilipoor, M. W. Rodger, C. M. Craig and P. Cesari (2015) Harmony in 
movement: Effects of musical dissonance on movement timing and form, Experimental 









































第 1 節 観察の概要 
1-1 研究の方法 










多い時には 10 名以上が集まった。対象とする学年は同一とし、縦断的に観察を行った。 
 












は 1-3 にて後述する。 
 
【写真 2 実施した環境構成】 
                                                     
37 佐藤郁哉（2006）『フィールドワークの技法―問いを育てる、仮説をきたえる―』 東
京：新曜社。 








                           【図 1 園内１階見取り図】 
 
 
































本研究では，幼児の縦断的な変容を検討する対象として、全 38 回中 32 回楽器コーナー
22 
 
に現れた男児 A と、24 回現れた女児 B を抽出した。対象児の行為について、まず映像を










回 日付 場所 総時間 男児 A 女児 B 
第 1 回 2015 年 10 月 8 日 みんなの部屋 約 32 分 〇 〇 
                                                     
38 楽器コーナーに現れていても、楽器には触れなかった回がある。 
【表 1 行動記録の抜粋】 
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第 2 回 2015 年 10 月 15 日 階段下の廊下 約 43 分 〇 〇 
第 3 回 2015 年 11 月 5 日 みんなの部屋 約 67 分 〇 〇 
第 4 回 2015 年 11 月 12 日 階段下の廊下 約 41 分 〇 〇 
第 5 回 2015 年 11 月 20 日 年少児教室 約 36 分 〇 〇 
第 6 回 2015 年 11 月 26 日 玄関付近の廊下 約 80 分 〇 〇 
第 7 回 2015 年 12 月 4 日 玄関付近の廊下 約 18 分 〇 〇 
第 8 回 2015 年 12 月 10 日 玄関付近の廊下 約 18 分 〇 不明 
第 9 回 2015 年 12 月 18 日 玄関付近の廊下 約 18 分 〇 × 
第 10 回 2016 年 1 月 22 日 玄関付近の廊下 約 80 分 〇 〇 
第 11 回 2016 年 1 月 29 日 廊下 約 21 分 × 〇 
第 12 回 2016 年 2 月 12 日 みんなの部屋 約 72 分 〇 〇 
第 13 回 2016 年 3 月 1 日 みんなの部屋 約 40 分 〇 〇 
第 14 回 2016 年 4 月 21 日 年中児教室 約 59 分 〇 × 
第 15 回 2016 年 4 月 28 日 階段下の廊下 約 49 分 〇 〇 
第 16 回 2016 年 5 月 12 日 階段下の廊下 約 97 分 〇 × 
第 17 回 2016 年 5 月 26 日 階段下の廊下 約 100 分 〇 × 
第 18 回 2016 年 6 月 2 日 階段下の廊下 約 104 分 〇 〇 
第 19 回 2016 年６月 9 日 階段下の廊下 約 30 分 〇 × 
第 20 回 2016 年 6 月 16 日 階段下の廊下 約 45 分 〇 × 
第 21 回 2016 年 9 月 16 日 階段下の廊下 約 21 分 × × 
第 22 回 2016 年 9 月 28 日 階段下の廊下 約 69 分 × × 
第 23 回 2016 年 10 月 20 日 階段下の廊下 約 59 分 〇 〇 
第 24 回 2016 年 10 月 24 日 階段下の廊下 約 90 分 〇 〇 
第 25 回 2016 年 11 月 10 日 階段下の廊下 約 112 分 〇 〇 
24 
 
第 26 回 2016 年 11 月 17 日 階段下の廊下 約 15 分 × 〇 
第 27 回 2016 年 12 月８日 階段下の廊下 約 33 分 × 〇 
第 28 回 2016 年 12 月 16 日 階段下の廊下 約 111 分 〇 〇 
第 29 回 2017 年 1 月 17 日 みんなの部屋 約 125 分 〇 〇 
第 30 回 2017 年 1 月 26 日 みんなの部屋 約 61 分 × 〇 
第 31 回 2017 年 2 月 10 日 みんなの部屋 約 88 分 〇 〇 
第 32 回 2017 年 2 月 17 日 みんなの部屋 約 16 分 〇 × 
第 33 回 2017 年 3 月 3 日 みんなの部屋 約 58 分 〇 〇 
第 34 回 2017 年 4 月 27 日 絵本の部屋 約 76 分 〇 〇 
第 35 回 2017 年 5 月 12 日 倉庫 約 84 分 〇 〇 
第 36 回 2017 年 5 月 30 日 絵本の部屋 約 66 分 〇 × 
第 37 回 2017 年 6 月 16 日 絵本の部屋 約 76 分 〇 〇 











































































































【グラフ 3 男児 A の各楽器の使用率 40】 
 
 

































2-1 男児 A について 
2-1-1 結果と考察 
 男児 A は長い時間をかけて楽器を探索することを通じ、モノとしての楽器の特性を理解
しながら、音に対する関心を育む様子が観察された。各回の様子を以下に述べる。 





































■第 2 回（滞在時間：約 31 分間） 
 開始直後から楽器コーナーに現れ、すぐにサウンドシェイプを手にもって撥で叩き始め
る。以下は楽器を触り始める際の男児 A の様子である。 





























                                                     
43 C. Pehoski, A. Henderson and L. Tickle-Degnen, (1997) In-hand manipulation in young 
children: Rotation of an object in the fingers. In American Journal of Occupational Therapy, 
51, pp544-552. 
44 H. Forssberg, AC. Eliasson, H. Kinoshita, RS. Johansson and G. Westling, (1991) 
























                                                     
45 G. Westling and RS. Johansson, (1984) Factors influencing the force control during 
precision grip. In Experimental Brain Research, 53, pp.277-284. 
46 シャーレン・ピョースキ「乳幼児と子どものものの手指操作」、アン・ヘンダーソン、
シャーレン・ピョースキ著、園田徹、岩城哲監訳（2010）『子どもの手の機能と発達 原








第３節 結果と考察 47 









【表 2 男児 A の「ジャンベを手で叩く」行為概要一覧】 























6 回 3 回 
（8 回） 
第７回 抱えて持ち上げる。 手の平で何度も面を叩く。拳で面 12 回 ７回 
                                                     
47 本節の男児 A の分析結果は、拙稿（2017）に加筆・修正を加えたものである。 





【資料 1 ジャンベを手で叩く行為一覧表】 
 「ジャンベを手で叩く」行為が発現した場面を、対象児ごとに一覧表として示す。 
 
男児 Aの「ジャンベを手で叩く行為」一覧                                   
◇第１回目 





















【場面 A2-1】＜32分 10秒、立位＞ 
ジャンベを上からのぞき込むようにし、右手の人差し指の先で面を優しく４回つつく。 
鳴っていない。 
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